
病院や地域で精神保健看護に従事して間もない皆さま、対象者
との関わりにとまどいを感じることはありませんか？この研修
では、日頃のとまどいを気づきにつなげ、明日からのコミュニ
ケーションに活かしていける集まりにしたいと考えています。

とまどいから発見する
精神保健看護のコミュニケーション

精神保健看護領域経験3年未満の看護職対象 オンライン研修

日時 : 2024年1月20日（土）13:00 – 16:00

お申し込み
右のQRコードからお申込みください。

締め切り2024年1月7日（日）

【お問合せ】日本精神保健看護学会 実践の質向上委員会 ： japmhnskill@gmail.com

 おひとり1デバイスご用意の上ご参加ください。スマートフォンやタブレットでの
ご参加は可能ですが、PCでのご参加を推奨いたします。

 事前にご自身で、Wi-Fi環境の整備、Zoomのインストール、カメラ、マイク等の
ご準備をお願いします。

 グループディスカッションの際にはカメラオンでご参加ください。
 研修会が近くなりましたら、Zoom情報のご案内、資料の配信を行います。

【開催方法】Zoomによるオンライン研修
【対象】精神保健看護領域の勤務経験3年未満の看護職の方
【定員】30名

【参加費】無料
【講師】天野敏江・石塚真美（国際医療福祉大学）

柴田いつか（昭和大学）
森内加奈恵（千葉大学医学部附属病院）

日本精神保健看護学会 実践の質向上委員会主催

研修の内容

とまどいに気づくために知っておくこと
とまどいから始まる新たな関係
協同関係のためのコミュニケーションスキル
とまどいからの共有、そして明日の実践へ
～思いを共有して新たな視点を見つけよう～


